
この秋、移転リニューアル

　秋田市広面で38年間、夫婦二人三脚で洋品店を営ん
できたファッションハウステルの佐々木憲男代表と、
妻の洋子さん。つい1カ月前の11月に店舗を移転し、
リニューアルオープンを迎えた。「思いきって引っ越
して気持ちがスッキリした」と晴れ晴れとした表情の
洋子さん。「最初は、移転したらお客様が離れてしまう
んじゃないかと不安があった。でも大丈夫でしたね」。
そう話している間にも「こんにちは～」とお客様が1
人、2人と、店に来る。服を見立てながら会話が弾み、笑
顔がこぼれる。

経営を見直し、成果を上げる

　開業当時の70年代後半、世は高度経済成長期を経て、
景気が上り調子のまっただ中。スーツやワンピースな
どの高額商品が飛ぶように売れた。それから38年、社会
は変わり、売れ筋やお客様のニーズも変化した。
　「売り上げは年々厳しくなっていた」と佐々木代表。
客単価の減少、お客様の高齢化、多額の経費など要因は
さまざまあった。そうした中、経営相談をしていた信用
組合の職員の紹介で利用したのが、当センター内の「秋
田県よろず支援拠点」。専門スタッフのアドバイスのも
と、さっそく経営改善に乗り出した。まずは、経費の削
減に取り組んだ。4社あった仕入れ先は2社に絞り、原価
を低減。さらに、売り場を持て余していた店舗から移転
することで面積を縮小し、家賃をそれまでの半分以下

ユーザーの「信頼」を支えるマシン

　今年8月、据え置き型として国内最小となる「工業用
硬さ試験機」の生産を開始した株式会社マツザワ。従
来型に比べ、サイズは約半分、重量は約1/3を実現し、
試験の精度も向上させた。「硬さ試験機」とは、素材で
ある金属や、それを加工した金属部品が、工業規格の
安全基準に達しているか強度を測定するもので、金属
製品の品質・性能、信頼・安全を保証する重要な役割を
果たす。マツザワは、その専門メーカーとして、試験機
の設計・開発・製造・販売から、他社製品を含めたメン
テナンス、校正までを手がけている。
　社の前身は、松沢精機株式会社（東京都）の秋田工場だ。
「マツザワブランド」の製造で培った技術を生かして「高
品質」「高精度」の試験機づくりに挑んできた。販売先は、
海外にまで及び、安定した技術で信頼を得ている。

秋田から国内外に勝負を挑む

　ライバルは国内に5社ほどだが、海外メーカーを含
めると競争は激しい。また、取引先は関西や関東に多
く、秋田でのものづくりは、営業や物流の面での不利
もあった。「秋田から全国、世界と戦うには、独自性の
ある製品を作っていかないと勝ち残れない」と安保徹
社長。秋田からいかに勝負するか。その結晶が、県産業
技術センターや秋田大学、県内の企業と連携して開発
した冒頭の国内最小の硬さ試験機だ。
　従来型である機械式試験機は、工業用ダイヤモンド
を鉄の重りで金属に押し付け、できた凹みの大きさか

に抑えた。また、試算表の作成や確定申告事務は商工
会議所を利用。今までは行っていなかった資金繰り表
の作成にも取り組むことにもした。

より一層愛される店を目指して

　「それまでは帳簿管理も仕入れも経験と勘でこなし
ていた。でも景気が厳しくなると、それだけでは立ち行
かない。実は最初は専門家に相談すること自体、緊張し
ていた。ところがスタッフの方にお会いしたら、話しや
すくてざっくばらんに相談できてホッとして…。実際、
こうしていろいろ前向きに改善できた。相談して良
かった」と笑顔の佐々木代表。店舗は狭くなったが、意
外にもお客様には好評だ。「我々とお客様との距離が近
く、目がよく届くようになったので会話がしやすい」と
洋子さん。気兼ねなく、和気あいあいと服選びや試着が
楽しめる店として愛されている。今後もよろず支援拠
点に顧客向けイベントの開催や新規顧客の開拓につい
て相談をする予定だ。夫婦二人三脚、新たに踏み出した
一歩は、希望に包まれている。

時代の変化に押され、
悩みを抱えていた洋品店。
どんな手立てを打って、生まれ変わったのか。

「硬さ試験機」の専門メーカーとして
技術を極めつつ、立ち止まらずに挑み続ける。
秋田から、独自の進化を遂げている。

ファッションハウス
テル

ファッションハウス テル

新しい店舗は、秋田大学付属病院交差点角にある。病院や薬局、コンビニに
近く、人通りが見込める立地だ。広い敷地の駐車場もあり、「良い物件がみつ
かって良かった」と佐々木代表。

「あきた企業応援ファンド事業」を活用して開発した「多軸モーターコントローラー」
（写真中央）。写真右は硬さ試験機。中央部の多軸ステージ開発も同事業の活用による。
硬さ試験機そのものは、主に鉄鋼や自動車のメーカー、工業系の研究施設や学校で使用
されている。

移転後は「リニューアルオープンセール」を
開催。常連を中心に、さっそくお客様が来店
した。

あれこれ相談をしたり、会話をしたりしながら、
気兼ねなく買い物できる雰囲気がお客様にうけ
ている。

硬さ試験機の組立、調整、検査、梱包、出荷を
行う一室。

株式会社マツザワの安保徹社長（右）、技術部の
境屋博司次長（左）。

「今後は硬さ試験機のさらなる小型化・軽量化
に挑む」と安保社長。

パソコンにUSB接続するだけで、ソフト
や硬さ試験機を制御できる。硬さ試験
以外にも使える汎用性の高さが魅力。

売り場面積は縮小したが、商品数は
以前と同じ。カジュアルからフォー
マルまで幅広い衣料をそろえる。

〒010-0041
秋田県秋田市広面字蓮沼85-1 
Tel.018-835-9884
営業時間：10：00～19：00

株式会社マツザワ
（本社）〒019-2611
秋田県秋田市河辺戸島字七曲台120-19
Tel.018-882-4580 Fax.018-882-4584
http://www.matsuzawa-ht.com

（東京連絡所）東京都練馬区田柄2-43-1-506
（西日本営業所）奈良県奈良市恋の窪2-9-17

経営の改善、見直しから始めた
“前向き思考”の店づくり

株式会社マツザワ

秋田から
全国へ、世界へ

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、売上
拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応します。
コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解決方法を提
案します。

［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。

地域資源を活用した県内企業の新商品・新役務の開発、販路
拡大等の経営革新の取組を支援します。

［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
経営革新・設備資金担当（018-860-5702）まで。

秋田県よろず支援拠点センター活用事例 あきた企業応援ファンド事業センター活用事例

ら硬さを測定する。振動に弱く、重い、設置場所が限定
されるなどの欠点がある。新型機は、電動モーターを
使用し、小型化・軽量化に成功した。機械式と電動モー
ター式、両方を製品化したメーカーは世界的にも珍し
く、「社の大きなPRになる」と安保社長は期待する。

新型機の技術を応用

　これまでの技術を基に、当センターの「あきた企業
応援ファンド事業」を活用し、新型機の「多軸モーター
コントローラー」と「多軸ステージ」を開発した。制御
装置を搭載しており、ユーザーは手持ちのパソコンに
USBで接続するだけでコントロールが可能になる。ま
た、従来型の試験機などにも接続でき、幅広く活用で
きる。「この事業を活用することで、開発から販路拡大
まで“オール秋田”で進められた」と境屋次長。“秋田
発”に込める思いは深い。
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